
知的財産の保護・活用について 

～知的財産とのつき合い方一つが経営を左右する？～ 

       （一社）東京技術士会  深澤 潔 

 

「ウチの会社に知的財産なんかあるの？」とお思いの会社様でも、現在まで会社が存続し

ている、ということは、何等かの強みを持ち、それを生かしているはずです。しかし、知

的財産の対策をおろそかにして、いつの間にか他社にキャッチアップされてしまってから、

再び競争力を回復させるのは容易ではありません。 

知的財産のマネジメントは、侵害問題に係わらない限り、「今すぐ」何かやらなければ会社

が危ない、ということもないので、後回しになりがちです。 

でも、特許権等の知的財産権の取得は早い者勝ちの世界です。「今は忙しいから後で」と思

っているうちに手遅れになることもあります。 

まずは、知的財産とは何か、といったところから、つき合い方を考えてみませんか。 

 

・御社の知的財産とは？ 

・競合の模倣から大事な財産を守るための手段の数々 

・守るためだけが権利化の目的ではない 

・海外の対策とは？ 

・知的財産権の活かし方 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

講師名：  深澤 潔 

    

（略 歴）明立特許事務所 所長 

メーカーにて宇宙開発業務に従事。その後、国際特許事務所に移り、知的財産実務に従事

した後、現職。 

 日本技術士会、日本弁理士会、東京技術士会会員。 

 

（専門：保有資格名含む） 

技術士（航空宇宙）、弁理士（特定侵害訴訟代理業務付記） 

（著書・講演経験など） 

各種知財セミナー・研修など 

A.単発ｾﾐﾅｰ 

B．教育・研修 

経営者・管理者向け 


